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　国道８号線沿いにある鏡神社には、朝鮮半島の新羅国の王子である天

日槍がこの鏡地域周辺にやって来て、半島で活躍していた須恵器の製作

技術者であるその従人を鏡山周辺に住まわせ、製陶業＝「須恵器」づく

りをおこし発展させたことから、鏡の里（ムラ）の人たちが、金属・製

陶業の創始者として天日槍をたたえ、この社に祭神としてまつったこと

が伝えられていています。

　鏡神社の本殿は、南北朝時代（約650年前）の建物様式（三間社流造柿葺）

をとどめており、重要文化財に指定されています。

②鏡
かがみ

宿
しゅく

跡

　野洲市出町から竜王町鏡にかけての街道（国道 8号線）沿いは、かつ

て東山道の宿駅として平安時代末期から室町時代にかけてにぎわいまし

たが、江戸時代に入り守山宿と武佐宿が中山道の宿駅として定められた

ために、鏡宿は間の宿となり衰退しました。しかし、本陣と脇本陣が置

かれていたことから、江戸や京都へ向かう多くの皇族や武家（藩）の関

係者がここで休まれたことが記録に残っています。また、現在の鏡神社

には、京から奥州平泉へと向かう源義経（牛若丸）が、道中この鏡宿に

て元服したと伝えられており、ゆかりの品々が伝承されています。

鏡宿周辺　概要図
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①鏡
かがみ

神社と鏡
かがみ

山
や ま

古
こ

窯
よ う

址
し

群
ぐ ん

　　　

　竜王町（蒲生郡）と野洲市の境に

位置する鏡山一帯には、古墳時代後

期（約 1500 年前）から飛鳥・奈良

時代（約 1300 年前）にわたって焼

かれた焼物「須
す

恵
え

器
き

」の窯跡が数多

く存在します。現在確認されている

須恵器窯跡の分布状況（鏡山古窯址

群）から、かつてはこの鏡山の麓が須恵器の一大生産地（推定 100 基以

上存在）であったことがうかがえます。

　飛鳥時代から奈良時代にかけて編纂された『日本書紀』には、「近江

国の鏡村の谷の陶人は、天
あめ

日
のひ

槍
ぼこ

の従人なり」という天日槍の伝承として

書かれています。ここでいう「陶
すえ

」は「須恵」と同じ器の意味を表すも

のであり、鏡山山麓で発見されている須恵器の窯跡や、近くに「須恵」

という地名が存在することから、この鏡地域周辺と深い関係がありそう

です。

鏡山古窯址群から見つかった須恵器

鏡神社本殿（重要文化財）
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星ヶ崎城跡の縄張図と西光寺跡 星ヶ崎城跡の石垣
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③西
さ い

光
こ う

寺
じ

跡

　西光寺は、弘仁９年（818）、伝教大師最澄が中興し、嵯峨天皇の勅願

所となって僧坊 300 を開くほどに発展したとされます。その後、戦国時

代末期の元亀２年（1571）に織田信長の兵火にあい焼失したと伝わりま

す。

　この寺院は東山道（近世中山道）鏡宿に近く、寺院跡と考えられる山

麓の平坦地には鎌倉時代の宝篋印塔（重要文化財）と室町時代の石燈籠

（重要文化財）が残されています。また、仁王堂には室町時代初期の金

剛力士像（花崗岩製）が安置されています。

　宝篋印塔は、二段の基壇の上に孔雀が向かい合う格狭間の装飾を彫っ

た基礎を置き、塔身、笠、相輪部を積み重ねたもので、相輪の一部を欠

きますが、高さ 2.1 ｍに及ぶ大型のもの（花崗岩製）です。塔身の四隅

にみられる「ふくろう」の彫刻は、この塔の特色といえます。

　また、石燈籠（総高 2.8m）は、火袋の四面に四仏が彫られており、八

角柱の竿の一面には応永 28 年（1421）の記年銘がみられます。

宝篋印塔（重要文化財） 石燈籠（重要文化財）
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⑦三
み

ッ
つ

山
や ま

古墳群（老
ろ う

々
ろ う

塚
つ か

古墳）

　三ツ山古墳群は、鏡山から北側

に延びる丘陵上に造られた 6 世紀

中頃～７世紀前半頃の古墳群です。

　須恵器の生産地に古墳群が造ら

れていることから、埋葬された人々

は、須恵器の生産に関与した人た

ちだったかもしれません。

　この中の代表的な古墳である

老々塚古墳は、本来埋まっている

はずの石室の大部分が地表に露出しており、まるで飛鳥の石舞台古墳の

ようになっています。ここからは竜をデザインした金銅製の太刀飾りが

出土しました。

⑧雲
う ん

冠
か ん

寺
じ

跡　　　　　　

　鏡山（標高 384.6m）の南東中腹（標高 290 ～ 330m）に建立された山

岳寺院跡です。『東大寺三鋼紀行』によると、 養老２年（ 718）に開かれ

たとあり、また、竜王町山面仏厳寺所蔵『箱石山雲冠寺御縁起略抄』には、

推古天皇の勅願所として聖徳太子が創建し、最澄により再興され、平安

時代末に牟礼山法満寺との争いで焼失、その後僧正円上人によって再建

され、 元亀２年（1571）、織田信長の兵火により再び焼失し廃寺となった

という記録が残っています。　　　　　　

　現在、寺跡は雛壇状に造成された平坦地や石垣、磨崖仏、井戸跡な

どがわずかに残るだけとなっています。磨崖仏には、高さ約 4.5m、幅

約 2m の岩に彫られた三尊菩薩像や、通称「稚児谷の地蔵」と呼ばれる

地蔵菩薩像があります。この地蔵菩薩像は法満寺との争いの際に犠牲と

なった罪のない稚
ち

児
ご

（子供）の霊をとむらうため里人たちが、稚児の遺体

をおいたこの谷間の巨岩に地蔵菩薩を彫ったものと伝えられています。

老々塚古墳の石室
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④星
ほ し

ヶ
が

崎
さ き

城
じょう

跡

　鏡山と御
み

幸
ゆき

山の間を東西に通る東山道と鏡宿駅を眼下に抑える軍事上

重要な位置に築城されています。近江源氏佐々木氏の一族である鏡
かがみ

久
ひさ

綱
つな

によって築かれた城と伝えられます。

　城は、主郭と推測される平坦部とその周囲の小規模な郭で構成されて

おり、主郭の一部には石垣も認められます。街道交通の見張りや軍事的

緊張の高まった有事の際に立てこもる砦であったと考えられます。

　一方、鏡集落内には、鏡久綱の居館とされる井上館跡があります。こ

の城は、一辺約 23m の方形を呈し、北西と南東側の一部に出入り口を

設けており、周囲には高さ 2.5m の土塁と濠がめぐっています。

星ヶ崎城跡から見た鏡宿周辺（手前の集落）
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⑩砂
す な

山
や ま

北
き た

古墳群　

　善光寺川の左岸にあり、

円墳と考えられる古墳が南

北各支群に 3基、合計 6基

確認されています。また、

北西の丘陵上にも、古墳群

（岩屋古墳群）の広がりが

確認されています。

砂山北古墳群（I支群３号墳）

雲冠寺跡の井戸

雲冠寺跡の三尊菩薩磨崖仏
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⑫オウゴ古墳

　岩屋古墳の東約 500m にある方墳です。大型（全長約 10m）の横穴式

石室をもち、岩屋古墳に続く有力者の墓である可能性が考えられます。

　古墳の時期は石室構造などから６世紀後半とみられます。

オウゴ古墳の石室測量図

オウゴ古墳

オウゴ古墳墳丘測量図
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⑪岩
い わ

屋
や

古墳

　岩屋古墳は、古墳時代後期、鏡山南麓の八重谷を通り、甲賀へ抜ける

交通路沿いに築かれた全長 42 ｍの前方後円墳です。後円部には、南側

に開口する横穴式石室が見られます。石室の奥壁に不動明王が彫られて

おり、「岩屋のお不動さん」として信仰されています。

岩屋古墳の墳丘測量図 岩屋古墳の石室
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